
１ 誤答分析（現状を把握する。）
児童生徒の解答を基に「どこを」「どのように」

間違えたのかを把握し、それは「なぜ」引き起
こされたのかを分析する。

２ 学年団や教科担当で情報共有をする。
把握・分析後、つまずきが見られた設問の
解消に向けた手立てを全教員で考え、共有する。

３ 目標と計画、達成を測る検証方法を考える。
長期的な視点で解決を図ることと、今すぐ取

り組むべきことを明確にする。そして、具体的
な目標と計画を立てる。

達成度を「何で」「どのように」確認する
か、検証方法（Ｃｈｅｃｋ）も合わせて提案する。

→学力向上担当者を中心に、管理職や学年団、各教科担当とも力を合わせ、チームで取り組
んでいきましょう。

自校採点を基に、つまずき解消の取組を図る

岡山県教育庁義務教育課学力向上担当の先生方へ
令和元年５月２２日 No.２

全国学力・学習状況調査の結果返却は７月末の予定なのに、自校
採点をする意味があるの？

自校採点をすることで、児童生徒の学力をすぐに把握できるし、実際の
答案と解説資料を比べて一人一人のつまずきを分析し、学校における児童
生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てるためだよ。 岡山県マスコット

「ももっち」

自校採点は、児童生徒の学力の現状を把握・分析する上で、非常に有効です。 そこから得られた
情報に基づき、つまずき解消に向けた取組につなげていきましょう。

岡山県マスコット
「うらっち」
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「平成３１年度 全国学力・学習状況調査 解説資料」
〇一人一人のつまずきが見える 「解答類型」の設定

参考：国立教育政策研究所HP数学の問題を基に、組織で課題共有する例

【組織で取り組むために、把握すること】
〇他教科にも共通する課題は何か。
〇系統的な課題は何か。

【計画する際、決めるべきこと】

〇だれが、 何を、 いつまでに、 どのように取り
組むか。

【短いサイクルで、つまずきを解消するために】
〇小テストや単元末テストなどで定着状況確認する。
〇補充学習などで、個別に対応する。

このような資料の傾向をとらえたり、説明したりするこ
とは、他教科においても必要なことです。
教科や学年担当だけでなく全教員で解くことで、共通
理解を図ることができます。


